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　　ともにつくる　　ともにつくる

よりよいよりよい栗栗
まま

東東
ちち

　　　　
～市民参画と協働によるまちづくり～～市民参画と協働によるまちづくり～

　

私
た
ち
の
ま
ち
が
イ
キ
イ
キ
と
輝
き
、「
栗
東
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」

と
実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
こ
の
ま
ち
に
住
む

み
ん
な
の
思
い
。

　
「
こ
の
課
題
、
な
ん
と
か
解
決
で
き
な
い
か
な
…
」
そ
ん
な
思
い
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が
手
と
手
を
取
り
合
い
、
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
な

が
ら
「
協
力
」
し
て
「
働
く
」
…
「
協
働
」
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
は
一
層
元

気
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、「
協
働
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
私
」
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
協
働
」
と
言
わ
れ
て
も
、「
な
ん
だ

か
難
し
そ
う
」「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た

ら
い
い
の
？
」
と
い
う
声
が
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。「
協
働
」
と
は
、
市
民
と
行

政
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
よ
い
面
を
生
か
し
な
が
ら
、
対
等

な
立
場
で
一
緒
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

お
互
い
の
共
通
の
目
的
の
実
現
や
、

市
民
だ
け
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
よ
う
な
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
市
民
ニ
ー
ズ

に
近
い
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
協
働

す
る
過
程
で
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
相
手
方
）
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
自
治
会
や

地
域
振
興
協
議
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
団
体
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

■
協
働
の
〝
カ
タ
チ
〞

　

協
働
に
は
、取
り
組
む
目
的
や
内
容
、

協
働
の
相
手
方
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
や
形
態
が
あ
り
、
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇
情
報
交
換
・
情
報
提
供　

〇
共
催　

〇
実
行
委
員
会
・
協
議
会

〇
事
業
協
力　

〇
補
助
・
助
成　

〇
委
託　

〇
後
援

〇
事
業
の
企
画
立
案
・
実
施　

な
ど

市
民
と
行
政
は
パ
ー
ト
ナ
ー

“地域ぐるみ”の協働事例　防犯のまちづくり

 ○行政…防犯のまちづくりを進めたい
 ○地域…犯罪が起きにくい、犯罪者を寄せつけない地域づ

くりがしたい

〇自治会
＜できること＞
●地域の地理や土地柄など実情
の把握

●毎日のパトロールや見守り活動
●住民同士のつながりを生かす
＜できないこと＞
●組織のつくり方がわからない
●立ち上げの資金がない

など

〇行政
＜できること＞
●関係団体（警察や消防署、少年
センターなど）との連絡調整

●組織化、運営していくための
方法をアドバイス、情報提供

●パトロールに必要な備品購入
などの補助

＜できないこと＞
●地域との密着、個別事情の把握
●市内全域を行政だけで見るこ
とへの限界

継続する自主防犯組織
安心安全のまちづくりへ･･･

自主防犯組織をつくろう！それなら…

情報共有  お互いのよい面を
生かしての取り組み 

目
的
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特集：ともにつくる　よりよい栗東

「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
栗
東
を
も
っ
と
元
気
に
！

「
り
っ
と
う
ガ
ン
バ
ル
基
金
」
採
択
団
体
決
定

　

協
働
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の

仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
栗
東
市
市

民
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
第
14
条
に
基
づ
き
、
昨
年
９

月
に
「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
を
創
設
。

市
民
の
新
し
い
発
想
や
行
政
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
協
働
し
て
事

業
を
行
う
こ
と
で
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
築

い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
事
業
提
案
に
は
、
①
自
由
に
テ

ー
マ
を
設
定
す
る
「
自
由
テ
ー
マ
型
」

と
、
②
市
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ

く
「
テ
ー
マ
設
定
型
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
本
年
度
実
施
分
の
事
業
は
、

昨
年
９
月
〜
10
月
に
募
集
。
書
類
審
査

と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
、２
つ
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

区分 団体名・
事業担当課 事業名・事業概要

自
由
テ
ー
マ
型

りっとう健康
プロダクション
健康増進課

 「あなたの健康 家族の安心」

商業地や教育現場などでキャラクター（あ
なたの健康ささえ隊いきいきレンジャー）
を活用したショートステージやクイズを行
い、「健康りっとう２１」のＰＲ活動と健康
づくりの情報発信をします。

テ
ー
マ
設
定
型

栗東歴史民俗博
物館市民学芸員
の会
栗東歴史民俗博
物館

 「市民とともに作る地域の博物館」
　　　～協働展覧会の開催～　　　

市民学芸員の会と博物館が協働で継続して
調査・整理している鉄道資料コレクション
の展覧会を９月 18日～ 10月 11 日に開催
し、期間中に鉄道模型の運転会を行います。

　「こんな事業はできないか
な？」というアイデアのあ
る人や、「協働事業で何がで
きるのかよくわからない」
という疑問をお持ちの人は
おられませんか。協働事業
提案制度の詳しい内容や本
年度のスケジュールをお知
らせする市民向け説明会を
下記の日程で開催します。
　ぜひ、ご参加ください。

【第１回】
〇日時：７月 29日㈭
　　　　19：30～ 21：00
〇場所：中央公民館

【第２回】
〇日時：７月 31日㈯
　　　　10：00～ 11：30
〇場所：コミュニティセン

ター大宝東

　

市
で
は
、
市
民
社
会
貢
献
活
動
団
体

を
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置
づ
け
、
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課
題
解

決
、
団
体
の
自
立
に
向
け
た
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、「
栗
東
市
市
民
社
会
貢

献
活
動
促
進
基
金
（
り
っ
と
う
ガ
ン
バ

ル
基
金
）」
を
設
け
て
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
ル
基
金
の
採

択
団
体
に
は
、
運
営
基
盤
を
確
立
し
、

協
働
事
業
の
相
手
方
団
体
と
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
活
動
を
継
続
・
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
16
日

に
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
開
催

さ
れ
、
本
年

度
は
４
団
体

が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

〇活動ステップアップ推進コース
　団体が自立をするために必要な財源確保や事業
開発を支援します。

団体名 事業概要

サロン・ドゥ・
シニア

高齢者・幼児とその親を対象に住民ふ
れあいサロンを運営し、自治会と連携
しながら住民の交流を図り、住みやす
い地域づくりを進めます。

仰
おお

空
ぞら

瞳
どう

実行委員会

地域文化の推進を基本理念に、参加者、
観客のターゲットを中高生に設定し、
青少年の健全な育成を助長する自由表
現の祭典として「表現祭」を開催しま
す。

山の動く会

敬老会や子ども会、児童館、作業所な
どに出向いて演劇活動を行うことで地
域社会の福祉発展に尽くし、子育て支
援や高齢者問題、人権学習、環境学習、
男女共同参画などの啓発活動も推進し
ます。

親支援グループ
はやま

育児についての学習会やふれあい遊び
とブレイクタイムを併せ持ち、いつで
も誰でも気軽に立ち寄れる親と子の居
場所を、育児中の親と共に築いていき
ます。

問合せ…協働まちづくり課　☎551-0290　 FAX 554-1123

市民説明会のお知らせ

▲公開プレゼンで熱い思いを発表


